
地
方
公
会
計
改
革
に
伴

い
導
入
し
た
財
務
諸
表
の
内
容

を
よ
り
段
階
的
に
進
め
る
意
向

が
あ
る
か
。

財
務
諸
表
に
つ
い

て
は
、
資
産
や
債
務
の
実
態
の

把
握
な
ど
、
財
務
分
析
へ
の
活

用
の
ほ
か
財
務
情
報
を
適
正
に

把
握
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い

て
も
進
め
る
検
討
を
行
い
た
い
。

導
入
の
意
義
の
見
解
は
。

資
産
負
債
を
含
め

た
全
体
の
財
政
状
況
や
行
政
活

動
に
伴
う
コ
ス
ト
な
ど
特
性
を

把
握
し
今
後
の
方
向
性
を
見
出

す
た
め
の
活
用
と
考
え
ま
す
。

正
確
な
台
帳
整
備
に
よ

り
、
的
確
な
情
報
が
把
握
で
き
、

市
民
に
よ
り
正
確
な
、
行
政
経

営
を
開
示
で
き
る
が
、
台
帳
整

備
の
状
況
、
そ
の
方
向
性
は
。

財
産
管
理
台
帳
は

シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
を
し
ま

し
た
が
財
務
諸
表
を
作
成
す
る

た
め
の
基
礎
と
し
て
の
固
定
資

産
台
帳
の
元
と
な
る
台
帳
と
し

て
今
後
と
も
整
備
を
進
め
ま
す
。

係
数
を
分
析
す
る
と
全

般
的
に
財
政
は
過
去
及
び
現
世

代
の
負
担
が
高
く
、
将
来
世
代

の
負
担
は
低
い
。
今
後
、
計
画

的
に
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が

あ
る
が
。

負
担
の
増
加
を
考

慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
施
設

の
長
寿
命
化
な
ど
の
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え

た
経
常
経
費
の
縮
減
な
ど
適
正

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

今
後
厳
し
く
な
る
財
政

に
は
、
よ
り
政
策
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
重
要
だ
。
市
長
の
考
え
を

問
う
。

こ
れ
ま
で
の
財
政
指
標

に
つ
い
て
は
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
厳

し
く
な
る
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加

え
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
と
新
規
事
業

市
民
と
の
約
束
、
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
い
て
総
合
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
規

大
型
事
業
、
計
画
見
直
し
事
業

の
実
施
に
当
た
り
財
源
対
応
は
。

ま
た
合
併
特
例
債
当
初
活
用
目

的
、
１
５
０
億
円
を
変
更
す
る

の
か
、
総
合
計
画
を
変
更
す
る

の
か
伺
う
。

総
合
計
画
実
施
計

画
に
お
け
る
新
規
事
業
は
、
毎

年
度
、
計
画
の
進
行
管
理
を
行

う
中
で
、
必
要
性
、
緊
急
性
、

熟
度
、
財
源
等
を
勘
案
し
、
計

画
へ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
調

整
し
て
い
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
想

定
で
き
る
新
規
事
業
を
含
め
、

合
併
特
例
債
対
象
事
業
費
枠
の

１
５
０
億
円
の
範
囲
内
で
実
施

は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
上
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

渋
川
市
と
小
野
上
処
分

場
連
絡
協
議
会
と
の
同
意
書
に

お
け
る
要
望
は
厳
守
で
き
る
か
。

吾
妻
川
橋
り
ょ
う

の
架
設
、
開
拓
地
区
の
整
備
、

現
在
の
処
分
場
と
今
後
の
処
分

場
及
び
事
業
終
了
後
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
要
望
事
項
は
処

分
場
連
絡
協
議
会
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

臨
時
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

市
か
ら
の
給
与
を
生
計

の
主
と
し
て
い
る
臨
時
職
員
に

対
し
て
の
処
遇
は
、
ま
た
専
門

職
の
退
職
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ

ス
へ
の
支
障
は
。
対
応
を
伺
う
。

臨
時
職
員
の
雇
用

期
間
は
原
則
５
年
と
し
、
家
庭

の
状
況
等
は
平
等
取
り
扱
い
の

原
則
も
あ
る
の
で
特
に
考
慮
し

て
い
ま
せ
ん
。
専
門
職
に
つ
い

て
は
、
後
任
を
探
し
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ
う
後
任

者
が
見
つ
か
る
ま
で
、
雇
用
の

延
長
を
認
め
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

中
澤
　
広
行
　
議
員

平
成
21
年
度
決
算
財
務
諸
表
に
基
づ
く

政
策
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画

市
民
と
の
約
束
、
果
た
せ
る
か

臨
時
職
員
の
処
遇

平
方
　
嗣
世
　
議
員

一 般 質 問一 般 質 問

小野上最終処分場

後年度負担となる公共施設老朽化（市役所本庁舎）
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長
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画
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長

議
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長



児
童
虐
待
と
い
う
言
葉

が
耳
に
な
じ
み
、
聞
き
慣
れ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
毎

年
全
国
で
児
童
虐
待
相
談
が
４

万
件
を
超
え
て
増
加
の
一
途
で

あ
る
。
大
阪
の
２
児
死
亡
の
事

件
は
痛
ま
し
い
限
り
。
渋
川
市

の
相
談
の
件
数
と
児
童
相
談
体

制
（
虐
待
対
応
）
を
聞
き
た
い
。

相
談
件
数
は

平
成
20
年
度
３
６
１
件
（
う
ち

虐
待
38
件
）
、
平
成
21
年
度
も

３
６
１
件
（
う
ち
虐
待
31
件
）

で
、
横
ば
い
状
態
で
す
が
、
深

刻
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

業
務
は
正
職
員
１
名
と
相
談
員

３
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
、

活
動
状
況
を
聞
き
た
い
。

虐
待
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
等
へ
の
保
護
や

支
援
を
目
的
に
、
関
係
機
関
と

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
、
警
察
等

連
携
状
況
と
学
校
、
保
育
園
な

ど
の
連
絡
体
制
と
情
報
共
有
は
。

こ
ど
も
課
が

中
心
と
な
り
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
ケ
ー
ス
会
議

で
情
報
の
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
予
防
の
対
策
、

発
生
を
さ
せ
な
い
支
援
対
策
は
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
で
の
相
談
や
保
健

師
が
妊
娠
中
か
ら
訪
問
し
、
母

子
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。

対
応
す
る
職
員
の
負
担

軽
減
、
い
つ
入
る
か
わ
か
ら
な

い
通
報
、
家
庭
訪
問
で
も
解
決

が
見
つ
か
ら
な
い
等
、
対
応
す

る
職
員
の
負
う
ス
ト
レ
ス
は
非

常
に
大
き
い
、
軽
減
対
策
は
。

担
当
者
一
人

で
ケ
ー
ス
を
抱
え
過
重
な
負
担

が
生
じ
な
い
よ
う
グ
ル
ー
プ
内

で
情
報
を
共
有
し
、
関
係
機
関

と
連
携
を
強
め
、
虐
待
防
止
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

モ
デ
ル
世
帯
（
40
代
の

夫
婦
で
子
２
人
、
年
間
所
得
３

０
０
万
円
、
固
定
資
産
税
年
10

万
円
）
の
国
保
税
額
は
。

医
療
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金

分
を
合
計
し
た
税
額
は
、
47
万

９
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
の
滞
納
世
帯
は

何
世
帯
で
加
入
者
の
何
割
か
。

平
成
22
年
６
月
現

在
で
３
４
２
３
世
帯
、
加
入
世

帯
の
23
・
６
％
で
す
。

日
本
共
産
党
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
国
保
税
の
引
き
下

げ
要
望
が
一
番
。
一
世
帯
一
万

円
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

医
療
費
が
年
々
増
加
す

る
中
、
引
き
下
げ
を
行
う
た
め

の
財
源
の
確
保
が
困
難
で
す
。

合
併
特
例
債
を
使
用
し

て
の
学
校
給
食
調
理
場
建
設
は
。

統
合
す
る
学
校
給

食
共
同
調
理
場
建
設
は
、
合
併

特
例
債
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
場
整
備

計
画
の
説
明
会
が
終
了
。
市
民

は
、
旧
渋
川
地
区
の
調
理
場
は

建
設
し
、
他
地
区
の
調
理
場
は

改
善
し
て
使
用
し
、
学
校
統
合

と
一
緒
に
建
設
す
る
と
の
意
見

で
合
意
は
で
き
て
い
な
い
が
。

地
産
地
消
や
食
育
等
を

進
め
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
す
る
こ
と
で
一
定
の
合
意

形
成
が
図
れ
た
と
考
え
ま
す
。

特
例
債
を
使
用
し
て
学

校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
。

特
例
債
は
使
用
で

き
ず
、
現
時
点
で
は
エ
ア
コ
ン

の
設
置
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

芝
附
橋
下
用
水
路
で
自

治
会
が
春
の
勤
労
奉
仕
で
行
う

土
砂
上
げ
作
業
は
危
険
、
改
善

を
。
八
木
原
用
水
の
抜
本
対
策

も
必
要
、
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

行
政
で
対
応
す
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。地

元
協
力
を
得
て

道
路
と
併
せ
て
整
備
し
ま
す
。

山h

雄
平

議
員

改良が待たれる芝附橋周辺（八木原）

加
藤
　
幸
子
　
議
員

一 般 質 問一 般 質 問

渋
川
市
の
児
童
相
談
（
児
童
虐
待
対
応
）

に
つ
い
て

国
保
税
一
世
帯
一
万
円
の
引
き
下
げ
を

児童相談の窓口となるこども課
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